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勲五等双光旭日章 
沢 田 茂氏 
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勲五等瑞宝章 
古川 竹夫氏 
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■金木町議会議員（連続10期40年） 

自 昭和35年 3 月 1 日

至 平成12年 2 月29日 

■金木町議会議長（ 1期2年） 

自 昭和61年 3 月 1 日

至 昭和63年 2 月29日 
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勲 
自治労功労の功績により、平成13年春の叙勲で元町議会

議長の沢田茂氏が「勲五等双光旭日章」 を、また平成13年
秋の叙勲で元町長の古川竹夫氏が「勲五等瑞宝章」を受章

されたのを記念して12月14日、中央公民館大ホールにおい

て150人が出席して合同祝賀会が行われました。 

鳴海町長が「この度の栄誉を契機に、さらに地方自治の

進展のため豊富な経験を生かしてください」とあいさつ、 

中谷津軽北部農協代表理事組合長と三潟町議会議長が祝辞

を述べ、沢田氏は「公の立場にあるものは、夢と希望を持

ってやってください」と、また古川氏は 「ますます厳しい

行政が続きますが、さらなる町の発展をお願いします」と

謝辞を述べました。 

引き続き祝舞、祝宴が行われ両氏の受賞を祝いました。 
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受章おめでとうございます 
	」 

■喜良市村議会議員並びに金木町議会議員（1期2年 6月I 
自 昭和28年 9 月10日 
至 昭和31年 2 月29日 

●金木町議会議員（ 3 期12年） 
自 昭和39年 3 月 1 日 
至 昭和51年 2 月29日 

■金木町長（ 1 期4 年） 
自 昭和57年10月31日 
至 昭和61年10月30日 



聾鰍魯俸が舞弁劉 
2002年度から何がどのように変わるのか― 

て 週5日制に伴う教科内容の3割削減 
	

× 

     

     

削減により子どもたちの学力が低下するのではという懸念はありますが、今までは学級の中程

度学力の児童・生徒を対象に授業が行われてきました。これでは変動する社会状況に対応しきれ

ないことから、教える内容を少なくする中で学級内で遅れがちな子どもにも徹底して基礎・基本

を教え、おちこぼれを解消することができるようになります。これをもとに体験学習や各行事を

通して子どもたちに「課題を見つけ自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、より良く問題を解決

する能力や、自らを律しつつ他人と協調し、他人を思いやる心など豊かな人間性とたくましく生

きるための健康や体力」（生きる力）を育てることに重点がおかれることになります。 

教科の理解度によっては指導要領以上の内容が学習でき、個人個人の能カを十分弓l 出し、小

学生のうちから子どもの個性や特技を尊重した教育ができるようになります。このために40人規 

模学級の多い学校への先生の増配がなされます。 
× 	 ノ 

総合的学習の新設） 

学習は1年間に105時間（週に 3時間程度）行われ、内容は各学校自由で教科書も指導書もな

く指導法も自由ですが、主に環境問題・国際問題・情報問題・福祉問題・健康問題その他となっ

ています。各学校では2-3年前から研究し実際に授業も行っており、これによって 3割削減さ

れた教科の補充にもなります。 

総合学習では基礎・基本が生かされ他の教科内容にも多く関連した教科といえ、前述した「生

きる力」の育成が図られるよう授業の研究に多くの時間をあてています。 
× 

× 

自主的・自律的学校経営 

今までの学校経営は、 1年間の教育計画（教育課程）は学習指導要領を基準として編成し、教

育委員会の承認を得ていましたが、来年度からは地域の実態を考慮した編成を行い、どんな計画

にするかは校長の裁量に委ねられる編成となり「届」でよいことになりました。 

これは20世紀の横並び・偏差値重視の教育から、地域を考慮し児童生徒の実態に即したきめこ

まやかな教育ということになります。 
	ノ 
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北津軽郡町村議会議長会主催による研修会が11月17日、 

中央公民館で開催されました。 

研修会は 4 町 2村の議員の資質向上を図るため年1 
回各町村持ち回りで実施しており、今回は日ごろの健

康管理はどうあるべきかをテーマに板柳町の渡部胃腸

科内科の渡部忍院長を講師に迎えて行われました。 

議長会会長の三潟議長が「今回の講演で議員各位の

健康を考えつつ、地域の健康づくりに役立ててください」 

とあいさつし、 「愛されて、麗しく、健やかに不老長

寿を保つために」との演題で渡部院長が健康であるた

めの指標、生活習慣病の予防法などの講演を行い、議

員たちは日常の健康管理のあり方について学びました。 
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弘大二木農場収渡 
嘱い細中“’ー 

麟 
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11月23日、弘前大学農学生命科学部付属生物共生教育研究
センター金木農場において、地域との結びつきを深め密着し
た大学を目指した「農場収穫祭」が開催されました。 

I 会場では金木農場で生産された米と牛肉や同センター藤崎
農場産りんごなどが格安販売され、訪れた地域の人たちが買
い求めていました。 『アップルビーフ』と銘打った牛肉は同
農場産子牛に市販飼料をひかえ、リンゴジュース搾り粕サイ
レージと自家生産大麦をたっぷり与え肥育したものです。こ
の牛肉を使った焼き肉コーナーでは 「安くておいしい」と好
評を得ていました。 

同農場では、この
収穫祭が定着し町の
名物になればと話し
ていました。 

,一、 

金木地域農業改良普及センターで12月13・14日の 2日間、 
地域の農業者にセンターを開放した 「ふれあいデー」 が開催
されました。 
これは農産物価格の低迷など農家経営が一段と厳しさを増

している中で、農業者とより深い交流により営農計画に役立
ててもらおうと、センターとしては県内初の試みとして行わ
れました。 
センター内では、営農相談や展示コーナー、ひと味違う卵

料理の調理と試食を行う講習会、農業への活用を目指したご
く簡単なIT体験講座、ソバ打ち体験試食などが行われ、訪
れた人たちとの交流を深めていました。 

瀞とより深い考IIL 
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国民健康保険優良世帯表彰」 
平成13年度金木町国民健康保険被保険者優良世帯表彰式が11月11日、役場 3階大会議室で行われま

した。 

今年選ばれた優良世帯は国保加入世帯 2,716世帯の中で、 1年以上国保の医療給付を受けなかった 

52世帯、継続して 2年以上給付を受けなかった28世帯の計80世帯でした。 

この日出席した27世帯へ、鳴海町長が「これからも健康に留意して、国保事業へのご協力をお願い

します」とあいさつし、一人ひとりに表彰状と記念品を手渡し、功績をたたえました。 


